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災害発生後、警察や消防がすぐに対応できるとは限りません。地域でお互いに助け合い、
人命救助や消火にあたることが被害を減らすことにつながります。

はっ せいがい さつご けいさい

じん じょ しょう かきゅうめい ひ がい へ

しょうぼう たい おう ち いき たが たす あかぎ

あなたのまちの自主防災組織
さいぼうじ そ しきしゅ

人命救助に活用 自主防災組織用防災資機材
じん めい きゅう じょ しゅじ ぼう さい そ しき よう ぼう さい し き ざいかつ よう

災害時の救助や初期消火に

必要な資機材を自主防災組

織に貸与しており、これら

の資機材も使って地域で訓

練を行っています。
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ひつ よう し き ざい そ

たい よ

いき くんちきし ざい つか

れん おこな

きゅうじょ しょ しょう かき

自主防災組織とは
じ しゅ さいぼう そ しき

こんな活動をしています
かつ どう

大規模な災害が発生したとき、地域の被害を最小限にするため各防災組織では普段
からさまざまな訓練を行っています。

くん れん おこな

ふ だんだい き ぼ さい がい はっ せい ち いき ひ がい さい しょう げん かく ぼう さい そ しき

けむりたい けん くん れん

煙体験訓練
きゅう めい くん れん

救命訓練

た だ くん れん

炊き出し訓練
くん れん

ロープワーク訓練

200か所以上の災害現場で現地調査を実施。実践的防災・
危機管理の第一人者として、近くの人が近くの人を助け
る「互近助の精神」を掲げ、防災・危機管理意識の啓発
を行い活躍中。

「自分たちのまちは自分たちで守ろう」と、地域住民により自主的に結成された
防災組織。市内では30(※)の組織が活動しており、災害時にすばやく防災活動が
行えるよう、防災用の資機材と保管庫を校区の小学校に備えています。

※令和５年（2023年）３月末現在

がい じさい ぼう さい かつ どう

おこな よう し き ざい ほ かん こ こう く しょうがっ こう そなぼう さい

し ない そ しき かつ どう

ち いき じ しゅ てき けっ せいじゅう みんじ ぶん ぶんじ まも

ぼう さい そ しき

緊急地震速報などの大切な情報は
市の防災行政無線を自動起動し
て、瞬時に伝えます。
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災害情報を緊急周知 
防災行政無線スピーカー
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救助できるのは
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防災・危機管理アドバイザー

山村武彦さん
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「遠水は近火を救わず」。火事を消すことができる

のは近くの水、近くの人という意味です。災害が発

生したときも助けることができるのは近くの人です。

阪神・淡路大震災では、家屋の下敷きなどにより

自力で脱出ができなかった人の約８割が家族や隣

近所の人に助け出されました。また、長野県北部

の地震（平成26年・2014年）では、多くの住宅

が全壊、半壊の被害を受けましたが、近隣住民に

よる救助活動により死者は1人も出ませんでした。
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ちか みず ちか ひと さい がい はっい み
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すい きん か すく か じ け

いざというときに助け合うためには、隣近所の人

とあいさつをしたり、回覧板はポストに入れるの

ではなく、「回覧板ですよ」と手渡したりするなど、

普段から言葉を交わすことが大切です。

何かあれば声をかけ合える関係と距離感を普段か

ら築いておくことが、大切な家族や地域を守るこ

とにつながります。災害時に互いに近くで助け合

う「互近助」付き合い、今日からあなたも地域で

始めてみませんか。
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※下記の電話番号に電話することで直近
の放送内容を音声により確認できます。
　050-5433-9161（通話料がかかります）
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